





















































































































































































































目上の相手 ― 目上の相手などを高める。 30








る 相手 敬意 相手を高めて立てて敬意を表す。 12・38
上げる 相手 敬う 相手を上げて敬う。 42
















目上の人 ― 目上の人を立てる。 25・33
―
相手 敬意 相手に敬意を表す。 31・46





































































― 行為の向かう先 自分側を低めることで、行為のむかう先に敬意を表す。 34
自分（側）を

















立てる 相手や第三者 自分（側）の動作やものごとをへりくだることで、相手側や第三者を立てる。 24・36・50

















































































































































































































































間接的に高める 相手 敬意 17・18
― ― 38
自分を下げる 相手 敬う 42
自分をへりくだる










― ― ― ３・31
話す側が主語を低める ― ― ― 47
自分の動作の向かう先 高く位置付ける 相手 失礼のないように言う 16
（ 28 ）
と「申す」が機能を異にするからである。
　　⒃（自己紹介で）私は佐藤と申しあげます。
　機能が大きく異なり、適用のしかたも大きく異なるものを、同じ枠組みで説くのは不適当であ
る。よって、謙譲語の中の例外的なものとして位置付けるのではなく、明確に区分して提示する
ほうが適切であると考える。
　提示する際には、謙譲語Ⅰが「素材敬語」であり「客体尊敬語」であり、諸本の多くが言う「自
分を低める」ものではないことを明確にし、話題の中の話し手である私側を低めるのは謙譲語Ⅱ
が持つ機能であることを明確にした謙譲語の２種の機能の解説が必要であると考える。
７．適用をめぐる問題
　先に見たように、敬語の機能を「自分」と「相手」との関係で説明を試みるものが諸本には多
くある。そして、指南書
（22）
には、「相手のことは尊敬語：自分のことは謙譲語」・「相手が主語のと
きは尊敬語：自分が主語のときは謙譲語」・「相手の行為には尊敬語：自分の行為には謙譲語」の
ように、その適用のしかたを解説するものがある。
　しかし、用例⒄が非文ではないことから明らかなように、尊敬語が適用されるのは「相手（聞
き手）」だけではない。また、用例⒅が非文ではないことから明らかなように、謙譲語（謙譲語Ⅰ）
が適用されるのは「自分が主語」の場合だけではない。
　　⒄（S大学の私と、T大学の高山先生との会話で、私が）
　　　「（K大学の）本田先生がおっしゃっているとおりだと思います。」
　　⒅（官房長官が記者会見で）
　　　「宮内庁職員が陛下に申しあげて御内意をうかがいました。」
　つまり、「相手が主語」・「自分が主語」、「相手の動作」・「自分の動作」によってのみ素材敬語
の適用を解説することは不可能である。
　それでは、指南書が行っているように、いわゆる「ウチ―ソト」の視点を加えれば、敬語の適
用を解説し得るだろうか。
　諸本では、社内の人間の扱い方が社内と社外とで異なること、自分・自分側・身内を高めては
ならないことを指南している。そして、「社内の上司の行為は尊敬語―自分の行為は謙譲語」「社
外の人の行為は尊敬語―自分側の行為は謙譲語」を適用するといった旨が記されている。
　この説明は、「話し手（ウチ）―聞き手が社内（ソト）」「話し手側の社内（ウチ）―聞き手が
社外（ソト）」の場合にはあてはまる。また、話し手・話し手側以外（つまりソト）が動作主の
場合は尊敬語を適用することになるので、尊敬語（主体尊敬語）の適用についてはあてはまる。
（ 29 ）
しかし、謙譲語Ⅰによって第三者を高める場合にはあてはまらない。次の用例⒆は、動作主が社
外の人物である、つまり、指南書のいう「社外の人の行為は尊敬語」に抵触するはずであるにも
かかわらず、非文ではないことから明らかなようにである。
　　⒆（S社の社員がT社の社員に）
　　　「T社さんから（C社の）田中部長にお伝えいただくことはできませんか。」
　したがって、「自分・相手」と「ウチ・ソト」のみで敬語の適用を説明することは不可能である。
まとめ
　以上、敬語指南書にみられる敬語の解説における問題点を概観してきた。本稿の報告内容をま
とめると次のようになる。
１、『指針』が示された現在においても、敬語を５分類にし、５分類の枠組みでその運用を解説
しようとする敬語指南書はわずかである。
２、敬語指南書の敬語の解説には次の問題点がある。
　・素材敬語である尊敬語・謙譲語Ⅰを対者敬語であるかのように説くものがある。
　・敬語は敬意を表すものだと説くものがある。
　・尊敬語が主体尊敬語であり、謙譲語Ⅰが客体尊敬語であることを示し得ていないものがある。
　・謙譲語Ⅰを自卑敬語であるかのように説くものがあり、謙譲語Ⅰと謙譲語Ⅱの区別が不明瞭
なものがある。
　・謙譲語Ⅱと丁寧語の区別が不明瞭なものがある。
注
（１）初版が2007年２月答申の『敬語の指針』の前のものと直後のもの《１～８》については、
今日までに増版・重版されている場合がある（『敬語の指針』を受けて改稿されている可能
性がある）ので、調査対象とした書籍の発行年月・刷数を併せて示した。《１～８》のうち
『敬語の指針』に沿って加筆した旨が記されているのは《１》のみである。《１》には「は
じめに」に、2007年２月答申の『指針』に触れ、指針に沿った形で書き改めた旨が記され
ている。《２～８》にはこうした注記はない。
（２）《３・19・20・31・36・37・40・44・47》など。
（３）《24・35・48》など。
（４）《14・15・38・46》など。
（５）《45》。
（６）《10・19・20》など。
（７）３分類は「敬意の性質による分類」、５分類は「敬意の向く対象による分類」とされる（岡
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崎1981）。
（８）「謙譲語Ｂ」とは「私が参ります」のように話題の中の一人称を低めるものを指すとされ、
「熱海行きの列車が参ります」のように話題の中の一人称を低めるとは言えないものは「丁
重語」とされている。なお、宮地（1965・1968）のように『指針』における謙譲語Ⅱ（丁
重語）を「鄭重語」（丁重語）とするものもある。
（９）注１参照。《1》は、「（敬語の分類については）本書はこれまでも謙譲語Ⅰ・謙譲語Ⅱや美
化語の内容についてふれていました」とあるが、《４・５》が『指針』をうけて加筆修正が
施したか否かは不明である。
（10）誤植の可能性もある。
（11）《２》は３分類の姿勢をとったうえ、敬語表現全体を「ていねい語」（通常形を「ふだん語」）
と呼んでいる。
（12）【表２】～【表５】において表中の記号「－」はその項目に該当する記述が書中にはないこ
とを表す。右枠は調査文献の番号である。
（13）指南書のうち、尊敬語の機能を適当に示しているのは《１・７・47・49》《13・41》である。
（14）謙譲語Ⅰが素材敬語であり客体尊敬語であることを示し得ているのは、《13・15・25・
30・39》である。ただし、【表１】に見たとおり《13・25・39》は、書中では謙譲語として
ひとまとめにしているところがある。よって、謙譲語Ⅰの機能を適切に示し得ているのは
《15・30》となる。
（15）《23》は謙譲語Ⅰの「参る」と謙譲語Ⅱの「参る」とがあるとし、「叔母の家に参ります。」
聞き手への丁重な表現であり、（上司から急いで来るように言われて）「すぐにそちらに参
ります。」は「尊敬すべき相手のところへ」行き来するので謙譲語Ⅰであるとしている。
（16）丁重語のいう「丁重」と、丁寧語のいう「丁寧」の相違の理解に困難を感じるという学習
者声を耳にすることが、本稿筆者が教育現場に立つとき、しばしばある。
（17）後に示す【表５】からもこのことを指摘するこができる。
（18）注16参照。
（19）《45》には機能の説明がない。
（20）【表３】と大差がないことのみを示すことをここでは目的としているため、【表５】は【表３】
に比して簡略にまとめるにとどめた。
（21）このことからも謙譲語を２種に区別している指南書における謙譲語Ⅰの説明が不十分であ
ることが明らかになる。
（22）《４・５・７・12・14・16・18・21・23・24・26・28・29・32・36・44・48》。
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